
ＤＰ１
　高度な専門的知識・技能

ＤＰ２
　高い問題解決能力と表現力

ＤＰ３
　高い倫理観に基づいた自律的行動力

法政総合演習 ◎ ○ 法律学と政策科学に関する高度な知識を身につけている
法律学と政策科学を研究するために必要な文献を収集する積極
的・主体的な行動力を身につけている

政策調査法 ◎ ○
自分の専門分野について、研究の方法論、調査方法を身に着け、調査結果を適切な
方法で表現することができる。

論文作成の技法と作法を身につけ、自らの専門研究に積極的に
取り組む意欲を有している。

政治学 Ⅰ ◎ ○ 政治学に関する基礎的な知識を身に付けている。 政治学に必要な情報を収集することができる。

政治学 Ⅱ ◎ ○ 政治学に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 政治学に必要な情報を収集、分析することができる。

政治学 Ⅲ ◎ ○ 政治学に関する専門的な知識を身に付けている。 政治学に必要なスキルを身に付けている。

政治学 Ⅳ ◎ ○ 政治学に関する専門的かつ応用的な知識を身に付けている。 政治学に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。

行政学 Ⅰ ◎ ○ 行政学に関する基礎的な知識を身に付けている。 行政学に必要な情報を収集することができる。

行政学 Ⅱ ◎ ○ 行政学に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 行政学に必要な情報を収集し、分析することができる。

行政学 Ⅲ ◎ ○ 行政学に関する専門的な知識を身に付けている。 行政学に必要なスキルを身に付けている。

行政学 Ⅳ ◎ ○ 行政学に関する専門的かつ応用的な知識を身に付けている。 行政学に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。

政治思想史 Ⅰ ◎ ○ 政治思想史に関する基礎的な知識を身に付けている。 政治思想史に必要な情報を収集することができる。

政治思想史 Ⅱ ◎ ○ 政治思想史に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 政治思想史に必要な情報を収集、分析することができる。

政治思想史 Ⅲ ◎ ○ 政治思想史に関する専門的な知識を身に付けている。 政治思想史に必要なスキルを身に付けている。

政治思想史 Ⅳ ◎ ○ 政治思想史に関する専門的かつ応用的な知識を身に付けている。 政治思想史に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。

途上国開発論 Ⅰ ◎ ○ 途上国開発論に関する基礎的な知識を身に付けている。 途上国開発論に必要な情報を収集することができる。

途上国開発論 Ⅱ ◎ ○ 途上国開発論に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 途上開発論に必要な情報を収集、分析することができる。

途上国開発論 Ⅲ ◎ ○ 途上国開発論に関する専門的な知識を身に付けている。 途上国開発論に必要なスキルを身に付けている。

途上国開発論 Ⅳ ◎ ○ 途上国開発論に関する専門的かつ応用的な知識を身に付けている。 途上国開発論に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。

地域経済政策論 Ⅰ ◎ ○ 地域経済政策に関する応用的な専門的知識を総合的に身につけている。
地域経済政策の歴史的経緯や根源的問題について、総合的に思考して解決策を探
求し、自分の考えや意見を明確かつ論理的に表現することができる。

地域経済政策論 Ⅱ ◎ ○ 地域経済政策に関する応用的な専門的知識を総合的に身につけている。
地域創造を契機とした地域経済政策について、政策目的と展開を探求し、自分の考
えや意見を明確かつ論理的に表現することができる。

地域経済政策論 Ⅲ ◎ ○ 地域経済政策に関する応用的な専門的知識を総合的に身につけている。
地域経済活性化等の政策展開について、地域分析手法を用いながら政策を評価し、
自分の考えや意見を明確かつ論理的に表現することができる。

地域経済政策論 Ⅳ ◎ ○ 地域経済政策に関する応用的な専門的知識を総合的に身につけている。
地域ビジネス等による地域経済政策について、政策目的と展開を探求し、自分の考
えや意見を明確かつ論理的に表現することができる。

公共政策論 Ⅰ ◎ ○ 公共政策に関する専門的知識と分析能力を総合的に有している。
公共政策について、学際的・複眼的に思考して解決策を探求し、自分の考えを適切
な方法で表現することができる。

公共政策論 Ⅱ ◎ ○
公共政策に関する高度な専門的知識と分析能力を体系的かつ総合的に有してい
る。

公共政策について、学際的・複眼的に思考して解決策を探求する高い問題解決能力
と自分の考えを適切な方法で表現する能力を有している。

公共政策論 Ⅲ ◎ ○ 公共政策に関する専門的知識と分析能力を総合的に有している。
公共政策について、学際的・複眼的に思考して解決策を探求し、自分の考えを適切
な方法で表現することができる。

公共政策論 Ⅳ ◎ ○
公共政策に関する高度な専門的知識と分析能力を体系的かつ総合的に有してい
る。

公共政策について、学際的・複眼的に思考して解決策を探求する高い問題解決能力
と自分の考えを適切な方法で表現する能力を有している。

福祉政策論 Ⅰ ◎ ○ 社会保険・公的扶助についての基礎的な知識を身につけている。
社会保険・公的扶助について論理的な分析をもとに、政策を立案し、その効果を評価
できる力を身につけている。

福祉政策論 Ⅱ ◎ ○ 社会福祉サービスについての基礎的な知識を身につけている。
社会福祉サービスについて論理的な分析をもとに、政策を立案し、その効果を評価で
きる力を身につけている。

福祉政策論 Ⅲ ◎ ○
社会保険・公的扶助の政策的課題について必要な情報を収集、分析することがで
きる。

社会保険・公的扶助の課題について、総合的に思考して解決策を探求し、具体的な
政策を表現することができる。

福祉政策論 Ⅳ ◎ ○
社会福祉サービスの政策的課題について必要な情報を収集、分析することができ
る。

社会福祉サービスの課題について、総合的に思考して解決策を探求し、具体的な政
策を表現することができる。

環境政策論 Ⅰ ◎ ○ 環境問題とその背景について理解し、知識を修得する、 環境関連の試験や資格に必要な情報やスキルを身につける。

環境政策論 Ⅱ ◎ ○ 環境問題とその背景について理解し、知識を修得する、 環境関連の資格に必要な情報やスキルを身につける。

環境政策論 Ⅲ ◎ ○ 環境問題における多様な観点と利害関係についての知識を修得する。 環境関連の試験や資格に必要な情報やスキルを身につける。

環境政策論 Ⅳ ◎ ○ 環境問題に関する多様な理論と知識を修得する。 環境関連の資格に必要な情報やスキルを身につける。

政策評価論 Ⅰ ◎ ○ 政策評価に関する基礎的な知識を身に付けている。 政策分析に必要な情報を収集することができる。

政策評価論 Ⅱ ◎ ○ 政策評価に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 政策分析に必要な情報を収集、分析することができる。

政策評価論 Ⅲ ◎ ○ 評価論・評価研究に関する専門的な知識を身に付けている。 政策評価・政策分析に必要なスキルを身に付けている。

政策評価論 Ⅳ ◎ ○ 評価論・評価研究に関する専門的かつ応用的な知識を身に付けている。 政策評価・政策分析に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。

比較政治経済学 Ⅰ ◎ ○ 比較政治経済学に関する基礎的な知識を身に付けている。 比較政治経済学に必要な情報を収集することができる。

比較政治経済学 Ⅱ ◎ ○ 比較政治経済学に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 比較政治経済学に必要な情報を収集、分析することができる。

比較政治経済学 Ⅲ ◎ ○ 比較政治経済学に関する専門的な知識を身に付けている。 比較政治経済学に必要なスキルを身に付けている。

比較政治経済学 Ⅳ ◎ ○ 比較政治経済学に関する専門的かつ応用的な知識を身に付けている。 比較政治経済学に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。

現代政治論 Ⅰ ◎ ○ 現代政治に関する基礎的な知識を身に付けている。 現代政治に必要な情報を収集することができる。

現代政治論 Ⅱ ◎ ○ 現代政治に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 現代政治に必要な情報を収集、分析することができる。

都市環境論 Ⅰ ◎ ○ 都市環境に関する基礎的な知識を身に付けている。 都市環境に必要な情報を収集することができる。

都市環境論 Ⅱ ◎ ○ 都市環境に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 都市環境に必要な情報を収集、分析することができる。

ＮＰＯ・社会起業論 Ⅰ ◎ ○ NPO・社会起業に関する基礎的な知識を総合的に有している。
NPO・社会起業について、学際的・複眼的に思考し、高い問題解決能力を有するとと
もに、自分の考えを適切な方法で表現することができる。

ＮＰＯ・社会起業論 Ⅱ ◎ ○ NPO・社会起業に関する高度な専門的知識を総合的に有している。
NPO・社会起業について、学際的・複眼的に思考し、高い問題解決能力を有するとと
もに、自分の考えを適切な方法で表現することができる。

都市計画論 Ⅰ ◎ ○ 都市計画に関する基礎的な知識を身に付けている。 比較政治経済学に必要な情報を収集することができる。

都市計画論 Ⅱ ◎ ○ 都市計画に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 比較政治経済学に必要な情報を収集、分析することができる。

自治体政策論 Ⅰ ◎ ○ 自治体政策に関する基礎的な知識を身に付けている。 自治体政策に関して必要な情報を収集することができる。

自治体政策論 Ⅱ ◎ ○ 自治体政策に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身に付けている。 自治体政策に関して必要な情報を収集、分析することができる。

政治学特別研究 Ⅰ △ ○ ◎ 政治学を体系的かつ総合的に理解している 政治学に必要な情報を収集、分析することができる。
政治学について、複眼的に、論理的に思考して解決策を探求し、
専門的見地からを論理的に表現することができる。

行政学特別研究 Ⅰ △ ○ ◎ 行政学を体系的かつ総合的に理解している。 行政学に必要な情報を収集、分析することができる。
行政学について、複眼的に、論理的に思考して解決策を探求し、
専門的見地からを論理的に表現することができる。

政治思想史特別研究 Ⅰ △ ○ ◎ 政治思想史研究に関する応用的知識を体系的に身につけている。 政治思想史研究の知見を用いて社会の問題を考察することができる。
政治思想研究の観点を活用して社会の諸問題に自発的に取り組
みを行うことができる。
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法学研究科　到達目標（政策科学系科目のみ）

科目区分 授業科目
ＤＰ１
　高度な専門
的知識・技能

ＤＰ２
　高い問題解
決能力と表現
力

ＤＰ３
　高い倫理観
に基づいた自
律的行動力

到達目標の内容



ＤＰ１
　高度な専門的知識・技能

ＤＰ２
　高い問題解決能力と表現力

ＤＰ３
　高い倫理観に基づいた自律的行動力

法学研究科　到達目標（政策科学系科目のみ）

科目区分 授業科目
ＤＰ１
　高度な専門
的知識・技能

ＤＰ２
　高い問題解
決能力と表現
力

ＤＰ３
　高い倫理観
に基づいた自
律的行動力

到達目標の内容

途上国開発論特別研究 Ⅰ △ ○ ◎ 途上国の開発に関する基本的知識を体系的に身につけている 途上国開発に関する必要な情報を収集し、分析する能力を身につけている。 途上国の開発に関して実践的な行動がある程度できる。

地域経済政策論特別研究 Ⅰ △ ○ ◎
特定の地域経済政策に関する応用的な専門的知識や政策分析能力を総合的に身
につけている。

特定の地域経済政策についての政策研究課題を自ら設定し、適切な調査研究活動
を行うことができる。

地域経済政策への関心を持ち、学修した内容の実践的な応用に
向けた姿勢を示している。

公共政策論特別研究 Ⅰ △ ○ ◎ 公共政策の論文作成に関する高度な専門的知識を体系的に身につけている。
公共政策の論文作成に際して、学際的・複眼的に思考して自らのテーマをを探求す
る高い能力を身につけ、自分の考えを適切な方法で表現することができる。

公共政策の論文作成に関する技法と作法を身につけ、論文作成
に積極的に取り組む意欲を有している。

福祉政策論特別研究 Ⅰ △ ○ ◎
社会保障についての基礎的な知識を身につけ、政策提案に必要な情報を収集、分
析することができる。

社会保障の課題について、総合的に思考して解決策を探求し、具体的な政策を提案
することができる。

社会保障への関心とキャリア意識を持ち続け、主体的に行動でき
る姿勢を身につけている。

環境政策論特別研究 Ⅰ △ ○ ◎ 環境問題とその背景について理解し、より多くの知識を修得する. 環境関連の試験や資格に必要な情報やスキルをより多く身につける。 環境政策をめぐる利害関係や政治過程をより深く理解し、政策立案力を高める。

政策評価論特別研究 Ⅰ △ ○ ◎ 評価論・評価研究に関する専門的な知識を身に付けている。 政策評価・政策分析に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。
政策研究の観点からの論理的な分析を理解し、その成果を批判
的に考察できる力を身につけている。

比較政治経済学特別研究 Ⅰ △ ○ ◎ 比較政治経済研究に関する専門的な知識を身に付けている。 比較政治経済分析に必要な手法を適切に運用できる身につけている。
比較政治経済研究の観点からの論理的な分析を理解し、その成
果を批判的に考察できる力を身につけている。

政治学特別研究 Ⅱ △ ○ ◎ 政治学研究に関する専門的及び応用的な知識を体系的に身につけている。 政治学に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。
政治学の観点からの論理的な分析を理解し、その成果を批判的に
考察できる力を身につけている。

行政学特別研究 Ⅱ △ ○ ◎ 行政学を体系的かつ総合的に理解している。 行政学に必要な情報を収集、分析することができる。
行政学について、複眼的に、論理的に思考して解決策を探求し、
専門的見地からを論理的に表現することができる。

政治思想史特別研究 Ⅱ △ ○ ◎ 政治思想史研究に関する応用的知識を体系的に身につけている。 政治思想史研究の知見を用いて社会の問題を考察することができる。
政治思想研究の観点を活用して社会の諸問題に自発的に取り組
みを行うことができる。

途上国開発論特別研究 Ⅱ △ ○ ◎ 途上国開発研究に関する応用的知識を体系的に身につけている。 途上国開発研究に必要な手法を適切に運用できる能力を身につけている。
途上国開発研究の観点からの論理的な分析を理解し、その成果
を批判的に考察できる力を身につけている。

地域経済政策論特別研究 Ⅱ △ ○ ◎
特定の地域経済政策に関する応用的な専門的知識や政策分析能力を総合的に身
につけている。

特定の地域経済政策についての政策研究を探求するとともに、修士論文の作成を通
して、自ら設定したオリジナルな仮説の論証を、論理的かつ説得的に表現することが
できる

地域経済政策への関心を持ち続け、学修した内容の実践的な応
用に向けて、主体的に行動できる姿勢を身につけている。

公共政策論特別研究 Ⅱ △ ○ ◎ 公共政策の論文作成に関する高度な専門的知識を体系的に身につけている。
公共政策の論文作成に際して、学際的・複眼的に思考して自らのテーマをを探求す
る高い能力を身につけ、自分の考えを適切な方法で表現することができる。

公共政策の論文作成に関する技法と作法を身につけ、論文作成
に積極的に取り組む意欲を有ししている。

福祉政策論特別研究 Ⅱ △ ○ ◎
社会保障についての基礎的な知識を身につけ、政策提案に必要な情報を収集、分
析することができる。

社会保障の課題について、総合的に思考して解決策を探求し、具体的な政策を表現
することができる。

社会保障への関心とキャリア意識を持ち続け、主体的に行動でき
る姿勢を身につけている。

環境政策論特別研究 Ⅱ △ ○ ◎ 環境問題とその背景について理解し、知識を深く修得する。 環境関連の試験や資格に必要な情報やスキルを身につける。
環境政策をめぐる利害関係や政治過程をより深く理解し、政策解
決力を高める。

政策評価論特別研究 Ⅱ △ ○ ◎ 評価論・評価研究に関する専門的かつ体系的な知識を身に付けている。
政策評価・政策分析に必要な情報を自ら獲得・構築し、それを用いて適切に解析でき
る能力を身につけている。

政策研究の観点からの論理的な分析をもとに、様々な分野の施
策・事業等の効果を評価できる力を身につけている。

比較政治経済学特別研究 Ⅱ △ ○ ◎ 比較政治経済に関する専門的かつ体系的な知識を身に付けている。
比較政治経済に関する必要な情報を自ら獲得・構築し、それを用いて適切に解析で
きる能力を身につけている。

比較政治経済学について、複眼的に、論理的に思考して解決策を
探求し、専門的見地からを論理的に表現することができる。

地域政策特定課題研究Ⅰ △ ○ ◎
地域政策特定課題研究を行うために必要な専門的知識を体系的に身につけてい
る。

地域政策特定課題研究に必要とされる、学際的・複眼的に思考して自らのテーマをを
探求する高い能力を身につけ、自分の考えを適切な方法で表現することができる。

地域政策特定課題研究の論文作成に必要とされる技法と作法を
身につけ、論文作成に積極的に取り組む意欲を有ししている。

比較政策特定課題研究Ⅰ △ ○ ◎ 比較政策を行うために必要な専門的な知識を体系的に身につけている 比較政策に必要とされる情報を収集し、分析・考察することができる
比較政策に関する知識、技法を身につけ、意欲的に論文を作成す
る。

地域政策特定課題研究Ⅱ △ ○ ◎
地域政策特定課題研究を行うために必要な専門的知識を体系的に身につけてい
る。

地域政策特定課題研究に必要とされる、学際的・複眼的に思考して自らのテーマをを
探求する高い能力を身につけ、自分の考えを適切な方法で表現することができる。

地域政策特定課題研究の論文作成に必要とされる技法と作法を
身につけ、論文作成に積極的に取り組む意欲を有ししている。

比較政策特定課題研究Ⅱ △ ○ ◎ 論文作成にあたり、比較政策の必要な専門的な知識を深く、体系的に身につけている。 比較政策に必要とされる情報を収集し、分析・考察することができる。
比較政策に関する知識、技法を身につけ、意欲的にほぼ完ぺきな
論文を作成する能力を有している。

特定課題研究科目

特別研究科目


